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｢1978年伊豆大島近海の地蟹｣の際に出現した

右横ずれ地震断麗(東伊豆町稲取字入谷付近)

1月14目12時24分伊豆半島の東方で発生した地震は同半島に甚大な

被害を与えた.この地麗では伊豆半島東海岸の賀茂郡東伊豆町稲取

付近にほぼ北西･南東方向に延びる2本の主要な地震断層が出現し

た.このうち南側に現れた地震断層一稲敷･大峰山断層一の一部を示

したのカ…この写真である.断層線が大根畑を横切ったため地震前に

は真直ぐ植えてあった大根のうねに食違いカ性じている.この食違い

の様子からこの地簸断層がここでは約40㎝の右横ずれ変位(断層線の

向う側の地面が手前の地面に対して右側へずれている)をしていること

カミわかる.この断層は北西へ大峰山砲縁まで連続して現われてお

りその間のミカン園内では石垣を1㎜以上も変位させているところ

が発見された.このような明瞭粧地震断層の幽現はわが国でほ1974

年の伊豆半島沖地震以来4年ぶりのことである.(詳細は本文参照

Loc.13)(文山崎晴雄写真正井義郎)�


